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一般質問に立つ
（11月定例会議）
一般質問に立つ
（11月定例会議）

安
曇
川
高
校
普
通
科
の
来
年
度
の
募
集
定
員
が
８０

人
か
ら
４０
人
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
決
定
さ
れ
た
の
か

こ
の
１０
年
で
高
島
高
校
普
通
科

１
２
０
人
、安
曇
川
高
校
総
合
学
科
４０
人
の
定

員
削
減
を
し
て
き
ま
し
た
。今
春
の
入
学
者
選

抜
一
次
選
抜
で
は
、安
曇
川
高
校
普
通
科
２２
人
、

総
合
学
科
２２
人
定
員
を
下
回
り
、二
次
選
抜
で
普
通
科
は

な
お
１６
人
定
員
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。安
曇
川
高
校
普
通

科
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
維
持
す
る
た
め
、平
成
２８
年
度

入
学
者
定
員
を
１
学
級
削
減
し
、４０
人
と
し
ま
し
た
。

教
育
長

教
育
長

安
曇
川
高
校
普
通
科
の
今
後
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

４０
人
定
員
と
な
り
ま
し
て
も
、医
療

や
産
業
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
や
能
力

を
育
成
で
き
る
教
育
を
提
供
す
る
た
め
、１
年
次

は
、新
た
に
少
人
数
教
育
を
導
入
し
、２
年
次
以
降
は
、文

系・理
系
の
選
択
事
業
が
で
き
る
人
員
を
配
置
し
ま
す
。

　

京
都
大
学
教
員
に
よ
る
科
学
講
義
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
を
訪
問
す
る
イ
ギ
リ
ス
研
修
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、滋
賀
医
科
大
学

や
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー

ツ
大
学
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

教
育
長

高
島
高
校
普
通
科

に
特
色
あ
る
教
育
を
取

り
入
れ
、魅
力
的
な
教
育

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

９５
年
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
地
域
の
中

核
的
普
通
科
高
校
と
し
て
、文
武
両
道
の
校
風
の
も
と

で
、各
方
面
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
輩
出
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。文
科
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
の
指
定
を
目
指
し「
し
が
英
語
力
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
み
、全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
１
位
と
な
り
、全
国
大

会
へ
出
場
す
る
生
徒
が
育
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
県
立

高
等
学
校
学
力
向
上・評
価
研
究
指
定
校
事
業
」の
指

定
校
と
し
て
、思
考
力
や
言
語
力
の
向
上
、大
学
と
連

携
し
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
長

平
成
３６
年
二
順
目
国
体
に
向
け
て
高
島
、安
曇
川

高
校
の
競
技
力
向
上
の
強
化
拠
点
指
定
校
に
つ
い
て

強
化
拠
点
指
定
校
に
対
し
て
は
、教
員
採

用
試
験
に
ス
ポ
ー
ツ
特
別
選
考
を
活
用
し
、指
導
力
の

あ
る
指
導
者
を
配
置
し
ま
す
。強
化
費
の
重
点
配
分
を

行
い
、優
秀
な
選
手
の
競
技
力
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
整

え
ま
す
。強
化
拠
点
校
は
、来
年
度
は
全
国
レ
ベ
ル
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
運
動
部
か
ら
数
校
を
指
定
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。強
化
拠
点
校
の
指
定
に
つ
い
て
、

高
島
高
校
、安
曇
川
高
校
両
校
運
動
部

の
実
績
等
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

教
育
長

今
後
の
魅
力
あ
る
高
校
教
育
に
つ
い
て

　

平
成
２２
年
１２
月
に
設

立
し
た
関
西
広
域
連
合

は
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
奈
良
県
が
加
入

し
、近
畿
６
府
県
に
鳥

取
、徳
島
を
加
え
た
８

府
県
と
４
政
令
指
定
都

市
の
合
計
１２
と
な
り
、

今
こ
そ
、関
西
の
多
様

性
を
活
か
し
な
が
ら「
関
西
は
ひ
と
つ
」の
理
念
の

も
と
、関
西
版
総
合
戦
略
の
策
定
・
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
に
よ
る
東
日
本
大
震

災
へ
の
支
援
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
共
同
運
航
な
ど
、

個
々
の
自
治
体
で
は
対
応
出
来
な
い
広
域
行
政
事

務
へ
の
対
応
に
つ
い
て
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

高
島
市
に
と
り
ま
し
て
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
共
同
運

航
は
大
い
に
成

果
が
出
て
お
り

ま
す
。
今
後
も

皆
様
の
た
め
に
、

活
力
あ
る
関
西

づ
く
り
を
更
に

進
め
ら
れ
ら
る

よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ＪＲ湖西線

平成２８年度予算と施策
「チームしが」として三日月知事に要望

マキノ町 メタセコイア並木

　この並木は、昭和56年に学童農園「土に学ぶ里」整備事業の一環として、マキノ町果樹生産組合が

以前あった栗の木が台風被害を受けたことから、栗園の防風林として植えたのが始まりです。そして、

平成6年に読売新聞社の「新・日本街路樹百景」に選定され、平成22年11

月に「マキノメタセコイア並木を守り育てる会」が設立。関係者の方々によ

り、年に2回清掃活動が実施され、環境保全活動をしていただいておりま

す。関係者の方々をはじめ多くの方々に心から敬意と感謝を申し上げます。

　これからも高島市マキノ町のシンボルである「メタセコイア並木」を観光

振興に活かし、高島市民の皆さんと一緒にこの「メタセコイア並木」を守っ

ていきたいと思います。
清掃活動の様子
（2015年12月25日）

区　　　間 完 成 時 期

志賀～比良駅間の山側沿線
（約2.5㎞）

和邇～志賀駅間の山側沿線
（約3.3㎞）

近江中庄～永原駅間の山側沿線
（約3.4㎞）

永原～近江塩津駅間の山側沿線
（約1.2㎞）

平成28年2月初旬

平成28年度中

平成29年度中

平成29年度中

※今回の追加の防風柵が全て完成すれば、強風による
　運休時間が年間でほぼ3分の1に減る見込みです。

▲ 9月議会一般質問

　マキノ観光栗園を縦貫する市道沢牧野線と県道小荒
路牧野沢線、延長2.4㎞にわたってメタセコイア約500
本が植えられており、「メタセコイア並木」として最近の
ＣＭ放送や各雑誌にも取り上げられ、人気スポットとして
大変多くの観光客が訪れておられます。

　私たち「チームしが　県議団」は、三日月知事に、
はじめに、平成28年度の予算編成の基本姿勢をた
だしました。
　三日月知事は「『滋賀県基本構想』と、これを推進
するためのエンジンである『人口減少を見据えた豊
かな滋賀づくり総合戦略』に基づき、『夢や希望に満
ちた豊かさ実現・滋賀』の実現に向けて、施策の着実
な展開が求められています。
　また、財政健全化を進めるとともに、国や市町と連
携し、多様な主体との協働も進めつつ、職員一丸とな
り、果敢に挑戦したい」との答弁をいただきました。
　私たち「チームしが　県議団」は、これまでも、これ
からも、三日月知事と力をひとつに！がんばります。

再
質
問

安
曇
川
高
校
総
合
学
科
に
他
校
に
は
な
い
体
育
学

科
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
学
び
の
充
実
に
つ
い
て

学
校
の
活
性
化
や
特
色
づ
く
り
と
し
て
、

総
合
学
科
に
ス
ポ
ー
ツ
系
列
を
設
置
す
る
こ
と
で
す

が
、国
体
も
目
指
し
な
が
ら
、地
域
と
一
体
と
な
り
、地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
意
味
で
も
、安
曇
川

高
校
に
そ
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
、学
び

の
充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼ 井戸連合会長（兵庫県知事）

関
西
広
域
連
合

        

設
立
５
周
年

関
西
広
域
連
合

        

設
立
５
周
年

関
西
広
域
連
合

        

設
立
５
周
年

関
西
広
域
連
合

        

設
立
５
周
年

高
島
高
校
・
安
曇
川
高
校
の

　
　

 

課
題
を
問
う
！！

高
島
高
校
・
安
曇
川
高
校
の

　
　

 

課
題
を
問
う
！！

高
島
高
校
・
安
曇
川
高
校
の

　
　

 

課
題
を
問
う
！！

高
島
高
校
・
安
曇
川
高
校
の

　
　

 

課
題
を
問
う
！！

工
事
中

新
設
計
画

今回完成する防風柵と
新たに3区間防風柵設置へ
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地域要望を受けて現地調査　
　

 

知
事
要
望

一
級
河
川
鴨
川・

安
曇
川
河
川
改
修

1

　昨年の11月11日の安曇川高校の普通科が2クラスから1クラスになったこ
とは驚きでした。それは、全県一区制になってから10年を経過したこと、何
と言っても高島市の子供達が減少していることです。
　4月以降、高島・安曇川高校で定員が440人になり、現在の中学2年生が
406人、小学校4年生が388人となります。しかも、市外の高校や私立の高
校に多くの方が進学されることが影響しております。
　市内の高校が、これから魅力ある学校になるように微力ながら取り組みます。

　

永
年
待
ち
望
ん
で
お
り
ま

し
た「
琵
琶
湖
の
保
全
及
び

再
生
に
関
す
る
法
律
」が
平

成
２７
年
９
月
２８
日
に
公
布
・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。滋
賀
県

が
お
預
か
り
し
て
い
る
琵
琶

湖
が
、国
民
的
資
産
と
位
置

づ
け
ら
れ
、こ
の
豊
か
な
恵

み
を
未
来
へ
引
継
ぎ
、琵
琶

湖
の
環
境
保
全
や
再
生
に
県

民
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

琵
琶
湖
再
生
法
法
制
化

　

 

国
交
省
近
畿
整
備
局
へ

一
級
河
川
青
井
川
に
新
た
に

放
水
路
設
置
予
算
要
望

2一
級
河
川
青
井
川
に
放

水
路
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、関
係
集
落
の

洪
水
問
題
が
解
決
す
る

為
の
要
望
に
、清
水
会

長
、梅
村
副
会
長
、県
河

川
港
湾
室
、市
土
木
と

予
算
要
望
。

　

 

マ
キ
ノ
町
蛭
口

消
雪
装
置
要
望

5

　

 

木
津
地
区
法
面

樹
木
伐
採
要
望

4
　

 

畑・勝
野
線　

拝
戸
地
先
の

交
通
安
全
対
策
、

南
川
河
川
改
修
要
望

3

マ
キ
ノ
町
蛭
口
区
よ
り
、

蛭
口
三
叉
路
の
市
道
消

雪
装
置
の
要
望
が
あ

り
、市
土
木
と
現
地
調

査
。改
め
て
雪
道
の
状

況
を
調
査
し
、再
度
市

土
木
に
検
討
を
依
頼
。

　
　
　
　

　

 

南
船
木
地
先

浚
渫
及
び
高
水
護
岸

整
備
要
望

6南
船
木
区
自
治
会
よ

り
、一
級
河
川
安
曇
川
の

河
川
整
備
と
堤
防
の
強

化
の
要
望
が
あ
り
、高

島
土
木
と
現
地
調
査
。

今
年
度
は
重
点
的
に
南

流
中
洲
の
河
道
整
備
を

実
施
。ま
た
、堤
防
補
強

を
実
施
。

　

 

青
柳
地
区

万
鐘
寺
川
改
修
要
望

7青
柳
区
よ
り
要
望
が
あ

り
普
通
河
川「
万
鐘
寺

川
」河
川
補
助
事
業
に
つ

い
て
青
柳
区
の
役
員
さ

ん
と
高
島
市
土
木
と
現

地
調
査
。来
年
度
も
引

き
続
き
補
助
事
業
の
予

算
化
を
要
望
。

　

 

国
道
３
６
７
号

災
害
復
旧
要
望

9昨
年
７
月
、台
風
11
号
の

大
雨
に
よ
り
被
災
し
た

国
道
３
６
７
号
朽
木
村

井
地
先
の
法
面
復
旧
工

事
は
本
年
１
月
着
工
、新

年
度
早
期
に
完
了
予
定
。

　

 

県
道
畑
勝
野

道
路
拡
幅
改
良
要
望

10未
改
良
区
間
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。現
在
、用

地
調
査
を
継
続
中
。用

地
取
得
に
向
け
課
題
整

理
に
今
し
ば
ら
く
時
間

が
必
要
。県
高
島
土
木

事
務
所
に
引
き
続
き
対

応
を
依
頼
。

　
 

白
谷
区

消
雪
装
置
要
望

8

新
旭
町
木
津
区
自
治
会

よ
り
、国
道
１
６
１
号
線

饗
庭（
木
津
）先
法
面
雑

木
伐
採
の
要
望
が
あ
り
、

国
土
交
通
省
堅
田
主
張

所
に
要
望
に
寄
せ
て
頂

き
、１２
月
１２
日
に
伐
採

完
了
。

鴨
川
水
系
の
清
水
会

長
、梅
村
副
会
長
、安
曇

川
水
系
の
秋
永
会
長・石

田
副
会
長
と
、三
日
月

知
事
に
河

川
整
備
の

要
望
を
し

ま
し
た
。

マ
キ
ノ
町
白
谷
区
、牧
野

区
、下
区
、白
谷
長
寿
苑・

町
内
会
よ
り
、県
道
小

荒
路
牧
野
沢
線
の
消
雪

装
置
の
早
期
整
備
の
要

望
が
あ
り
、地
元
区
役

員
と
県
道
路
課
、県
高

島
土
木
の
道
路
課
と
現

地
調
査
。新
年
度
検
討
。

拝
戸
区
自
治
会
よ
り
、横

断
歩
道
と
追
い
越
し
禁

止
区
間
の
設
置
要
望
、普

通
河
川
南
川
の
改
修
要

望
が
あ
り
、横
断
歩
道

設
置
は
本

年
１
月
。

南
川
河
川

改
修
は
、

本
年
１
月

着
工
。

　

今
年
は
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

恒
例
の
清
水
寺
の
2
0
1
5
年
を
表
す
漢
字
は「
安
」と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
常
に
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
す
。
災
害
か
ら
命
を
守
り
た
い
・
原
子
力
発

電
が
安
全
で
あ
っ
て
ほ
し
い
・
医
療
や
福
祉
が
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取
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。
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取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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で
と
う
ご
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い
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す

安曇川町の南市区自治会主催で、「ハ
ロウィン・ザ・南市」が大変多くの方々
の参加のもと、盛大に開催されました。多くの子供さん
やご家族が仮装パレードに参加され、安曇川中学校・安
曇川高校との吹奏楽部の合同演奏もあり、見応えのあ
るとても楽しく素晴らしいイベントとなりました。

このようなイベントに参加させてい
ただき、企画されました南市区自治
会並びに実行委員会の役員の方々
に感謝を申し上げます。

ハロウィン・ザ・南市11
3

高島市美術展覧会 青少年美術展覧会 開催11
23

「社会福祉法人虹の会　わにな
ろう」のアート活動で、サポー
ターの方と一緒に障がいのあ
る方が思い思いの作品制作を
されておられます。県では障
がい者の芸術アール・ブリュッ
トを推進しております。配色や
デザインの凄さに、目を奪われ
ました。

はじまりのアート展
「わになろう」

12
19

こせい的な湖西線を
考えるフォーラム

12
27

高島市内の
4つのスキー場

12
8

第11回高島市美術展覧会・青少年
美術展覧会が新旭体育館で開催さ
れ、合計1,769点の作品が展示され
約4,700名余りの方が来場されま
した。高島市民の芸術のレベルの高さを感じました。

朽木スキー場、マキノ高原スキー
場、箱館山スキー場、国境高原ス
ノーパークの合同安全祈願祭が行われました。今シー
ズンも多くのお客様で賑わうことを期待しております。

湖西線沿線が一体となって、
湖西線の利便性向上と魅力あ
る創造の実現のため、未来へ
向けて取
り組みま
しょう。

編
集
後
記

平成27年9月2日

平成27年
11月6日

平成27年
12月25日

平成27年12月11日

平成27年12月11日

平成27年12月14日

平成27年12月17日

平成27年12月17日

平成27年12月24日

平成27年11月3日

地域
イベント
地域
イベント
地域
イベント
地域
イベント
地域行事に
参加させて
いただきました。

今津ＫＯＳＥＩ輝く芸術祭2015

12
19

新旭文化祭

高島地域　
自治会文化

祭

マキノ生涯学習フ
ェスティバル

安曇川文化祭

11
3

11
1

朽木遠敷・針畑協議会

11
15


